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１【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】 

 平成17年６月29日付をもって提出いたしました第36期（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日）の有価証券報告書の記

載事項のうち、第一部 企業情報 第５ 経理の状況の記載内容の一部を訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するも

のであります。 

  

２【訂正事項】 

第一部 企業情報 

第５ 経理の状況 

１ 連結財務諸表等 

注記事項 

（リース取引関係） 

  

３【訂正箇所】 

 訂正箇所は＿＿＿を付して表示してあります。 

  

第一部【企業情報】 

  

第５【経理の状況】 

  

１【連結財務諸表等】 

注記事項 

（リース取引関係） 

（訂正前） 

前連結会計年度（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

  

当連結会計年度（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日） 

  

所有権移転外ファイナンス・リース取引（無形固定資産を含む） 

１．借手側（当社グループが借手となっているリース取引） 

  
  
  

(3）支払リース料及び減価償却費相当額 
  

支払リース料 109百万円

減価償却費相当額 109百万円

所有権移転外ファイナンス・リース取引（無形固定資産を含む） 

１．借手側（当社グループが借手となっているリース取引） 

  
  
  

(3）支払リース料及び減価償却費相当額 
  

支払リース料 578百万円

減価償却費相当額 578百万円



（訂正後） 

前連結会計年度（自 平成15年４月１日 至 平成16年３月31日） 

  

当連結会計年度（自 平成16年４月１日 至 平成17年３月31日） 

  

  

所有権移転外ファイナンス・リース取引（無形固定資産を含む） 

１．借手側（当社グループが借手となっているリース取引） 

  
  
  

(3）支払リース料及び減価償却費相当額 
  

支払リース料 56百万円

減価償却費相当額 56百万円

所有権移転外ファイナンス・リース取引（無形固定資産を含む） 

１．借手側（当社グループが借手となっているリース取引） 

  
  
  

(3）支払リース料及び減価償却費相当額 
  

支払リース料 35百万円

減価償却費相当額 35百万円
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